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1　は　し　が　き

昭和53年から第2次の水田利用再編対策事業が開始され，

それに伴い転換船の面感が増加してきた。

そこで，転換畑の地力培賓を図ろため堆肥，緑肥以外の

有機物補給源として，機械化作業体系のなかで容易に得ら

れる収穫物残漆について，それの鋤込みが後作の収量及び

土壌に及ぼす影響について昭和53～57年にかけて試験検討

したので，その結果について報告する。

2：駄　験　方　法

（1）供試作物及び作付体系（表1）

作付体系は，ほ場恥1，2，3，4ともその前後作の関係は

同じである。

義1供試作物及び作付体系

は場ぬ 53 年 54年 55年 56 年 57 年

1 大　 豆 ㊥　 ナ．タネ　 小孝　 ソバ

2 ㊨ ソバ 大　 豆 ⑳ メタネ　 小 麦

3 （参　 小麦　 ソバ 大　 豆 ㊥　 ナタネ

4 ㊥　 ナチネ　 小麦　 ソバ ；大 豆 享

注．（き：スイートコーン

㊨：緑肥

（2）試験区の構成：1．標準区．2．土壌改良区，3，残溝

助込み区，4，土改＋残漬鋤込み区。土壌改艮区はP吸吸の

5％相当量をようりん：過石＝4：1の割合で施用した。

（3）残漆釣込み方法：大豆茎美は翌春までほ場に堆積

後ロータリー掛こよる助込み．ソバとナタネは押切りカッ

ターで5－10mに細断後ロータリーにより劾込んだ。麦わ

らはコンバイン切断後54年はロータリーにより鋤込み，55，

56年は一たんプラウ耕により深耕した後更にロータリー耕

を行って麦わらを鋤込んだ。

3　試験結果及び考察

（1）収穫物残漆勤込みが土壌に及ぼす影響

最終年度において跡地土壌を分析した結果（図1，2），

腐植，全窒素及び置換性加里は残湊鋤込み区で多く，残湾
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回1跡地土壌の腐植．全窒素含量

図3　最終年度における養分収支

鋤込みによりこれらの土壌養分は富化される傾向を示して

いた。

また，残溶勤込み3年日のナタネ跡地土壌において，土

壌物理性を検討した結果，鋤込み区は無鋤込み区に比し．

気相率及び孔隙率の占める割合が若干ではあるが増大の傾
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向を示していた。

また，前述した作付休系のなかで4か年間の養分収支を

算出した結果（図3），窒素と加里は残超勤込み区で蓄積

の方向にあることが認められた。燐酸については，無鋤込

み区においても養分収支はプラスであったが，これは，燐

酸の施肥量に比べ作物による奪収量が少ないためであると

考えられた。一方，供試した各作物の茎葉の加里含有率は，

残漆釣込み区で高かった。

（2）収量牲

各作物の年度別収量を標準区を100とした指数で示した

のが図4である。
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国4　各作物の年度別収量の推移
（梼準区対比）

これによれは残埴鋤込み区（3．4）は無釣込み区（1，

2）に比し，年度及び作物別にみると増収している年もあ

ればまた減収している年もあり，試験期間を通して無鋤込

み区と鋤込み区とに分けて統計処理をした結果，処理区間

では有意差は認められなかった。すなわち，大豆，ナタネ，

ソバ及びスイートコーンの各収穫物残漆の鋤込みは，その

後作の収量性に対し，横棒的にプラスに作用するとは言い

がたいと判断された。

一万，ここで収穫物残涯勧込みにより最も影響を受けた

のは，麦わら鋤込み後のソバの生育・収量であった。年度

別ソバの収量を表2に示した。

53年は有機物として緑肥（スダックス）を鋤込んだ。こ

の年は気象条件に恵まれ標準区においても14．抽かもと多収

であったが，さらに，有機物鋤込み区は標準区に比し6～

17％の増収であった。54年は麦わら約66吻／8をコンバイ

ンにより細断後ロータリーにより釣込んだ。その結果窒素

表2　ソ′ヾの年度別収量

区 名 年 度 5 3

（吻 ／1 ）
5 4 5 5 5 6

標　　 準　　 区 14 ．4 9．5 9 ．6 3 ．2

土 壌 改 良 区 15 ．0 1 1．3

3 ．4

9 ．‘

7．0

4 ．9

3 ．1

緑 肥 劾 込 み 区 16 ．8

同 上 ＋ 土 改 区

残 渡 御 込 み 区

15 ．3

同 上 ＋ 土 改 良 区 3．4 7 ．0 3 ．6

残 漆 勤 込 み 十 Ⅳ

1，0 鳥か ／8 区 7．．6 4 ．2

同 上 ＋ 土 改 区 7．‘ 4．7

飢餓を招来し残渡釣込み区では無鋤込み区に比し，草丈で

42％，茎重で15％と著しい生育抑制を受け，収量も3．4吻ん

（標準区対比36％）と低収であった。そこで，55年，56年

はコンバイン細断後の麦わらを一たんプラウ耕により深耕

し，その後ロータリー餅を2回行い麦わらを土と良く混和

した。更には，麦わらのq／側比（≒122）を約30に調節す

るため，麦わら1晦につき窒素を成分として10gを硫安で

基肥量に加量した（残流動込み＋Ⅳ1．0吻／㌔）。その結果，

プラウ耕により深耕した区の収量は標準区対比で73，更に

麦わらのq／佃比を30に調節した区は79と前年度よりは窒

素飢餓が軽減された。56年は異常低温と台風の影凱こより

全銀的に低収であり，処理区間の差は明瞭でなかった。

青森県において，ソバは8月上旬ころは種されるが，そ

の時期は鋤込まれた麦わらの分解が盛んであり，微生物に

よる窒素の取り込みが盛んな時期である。丁度，ソバの生

育期間は麦わらの分解が進行中に当たる。また，ソバは浅

根性の作物であるということも相まって，プラウ掛こより

深耕しなかった54年は著しい窒素飢餓を招来したものと考

えられた。よってト麦わらのようなq／／旬比の高い有機物を

勤込む際は，プラウ耕により深耕を行うこと，ら／旬比を30

位に下げるため麦わら1晦につき窒素を成分として10㌢添

加する必要性を認めた。

4　ま　　と　　め

短期間の試験結果（5か年）であろが，収穫物残渡の鋤

込みは土壌に対して腐植，全窒素及び置換牲加里の富化が

認められるものの，収量性に対してはかならずしも増収に

は結びつかず，またり布比の高い麦わらの勤込みは，後作

物に対し，窒素飢餓を生じさせるなど聞温点も多く，今後，

長期間にわたる残漆勤込みによる累積効果，鋤込み方法及

び施肥法などの関連で検討を要すると考えられた。




